


































私たちは生まれてきて、まもなく、この世の中に〈ことば〉なるものが存在していることに気づきます。つまり、この段階では、〈ことば〉は私たちにとって完全に〈他者〉なる存在です。ところがその後何年かのうちに、私たちはその〈他者〉なるも を見事に自らの身につけ、 〈自己〉なるものにしてしまい す。私た
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ちは、 〈ことば〉を自らの手足のように、まるで生まれつき自分の体に〈本能〉 してもとから備わっている能力であるかのごとく、自由 使いこなせるようになります。しかし こうして高度に〈身体化〉され、 〈自動化〉の状態にされることによって〈 （母語としての）ことば〉は、私たち自身にとって、今度は殆ど〈不可視〉の存在になってしまいます。そして、あ りにも自由自在に操れるが故に、全てが当たり前と受けとめ れ、 あらためて〈とば〉というものを見つめ直してみるなどといったことはしなくなります。　
子供や詩人はそういう惰性とは無縁に〈ことば〉を新しい眼差
しで見るこ のできる人たちです。私たちも時にはその な眼差しで〈ことば〉を見つめてみましょう。そのような時、私たちは日頃見慣れた〈ことば〉が思ってもみなか た姿で私たちの前に立ち現われてく を経験します。　
前半では、哲学者九鬼周造の〈偶然性の中の必然性〉をキーワー














また、 「しよう」 「しようか」が担い得る用法 、基本的用法五
種類、及びその他の 法十一種類に分け、聞き手に対する行為指示の有無を基準にし、各 の「行為者」 「受益者」 「決定権者」が誰であるかを分析した。さらに、アンケートを行い、日本語母語話者と学習者の運用上 意識調査を行っ　
これらの調査・考察を踏まえ、日本語教育への三つの提案を


















う副詞のもつ配慮機能について考察する。 「そ そ 」は本来、 「少ないが、満足できる程度」という意味を持つ中程度の副詞であるが、話し手が自分自身の良い面について述べる場合に、その《自賛》の程度を抑制するために使用されていると考えられる。　
結論としては、以下のようにまとめられる。 「そこそこ」には、











から東漸に従って、平安時代に幅広く伝播された。儒学より、 「独善其身」を提唱した道学は、女性の知恵を持っている生命哲学に属し、女の生命の本性に直結し、特 貴族 女性たちが愛顧した。女の天性により、 「道法自然」を主旨として、女性自身の生命の神秘と存在意味を探求し、女 だけが持っている知恵により、かな文字は作られた。かな文字で創作された女流文学の内容とテーマは、唐の文学の「筆記 、 「伝奇」の風格を参考にし 道家によって提唱された人格精神をもとにし、日 人独自のストーリーを創作されていると思われる。　
紫式部は平安時代の女流作家の中でも最も傑出した作家で、平























が上昇調の場合に疑問文となり、非上昇調では平叙文になると言われている。しかし方言や 末詞の関わりによって、必ずしも上昇調のときに疑問文になるとはいえ いことも指摘されている。特に、文末において「んだ」という形式で現れる「ノダ文」の疑問文については、必ずしも上昇調を伴うとは えない。例えば「まから帰るんだ」 いう発話では、下降調の方が質問の形式となると考え れ 。　
本研究では、 「んだ」形式で現れるノダ文の「質問か否か」






















は見当たらなかった談話における機能・ポライトネスの観点からの分析を試みた。 「全然」と呼応する形式を、 「文法的否定」 「語
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彙的否定」 「文脈的否定」に三分類し、会話コーパスやシナリオから考察した。 「文法的否定」は、 「全然おいしく
ない
」などの否
定辞（ 「ない」 「ず」など）を伴うもの、 「語彙的否定」は「全然違う」などの語彙に否定の意味を伴うもの 「文脈的否定」は、 「これ、 まずいかな」 「全然、
おいしいよ」と、 「おいしい」が文脈上で、









に副詞としてや山川草木を指す名詞として使われるだけで く、作品のテーマに触れる重要な概念であったり、特異な文脈 用いられたりする。そこで、漱石と〈自然〉という大きな枠組みの中で、漱石が〈自然〉という概念をどのように捉えていたか、また、どのように 中で扱っ いたか 考察する。さらに そのことから漱石文学におけ 〈自然〉の位置やそ 発想の淵源まで探る次第である。　




る〈自然〉の使い方において、内的な〈自然〉と外的な〈自然〉との使い分けが見受けられるということである。前者は、人間の内奥に存在する本性、天性を表し、後者は、人間に宿命的に働きかける不可避的な外力を表すことが多 。 れらの 〈自然〉 は、 『それから』や『明暗』等の作品に効果的に使われている。　
二つ目の、 「小説技法上の〈自然〉 」は、 漱石が作品を創る上で〈自
然〉という概念が小説技法上の一つの理念でもあったということである。こ は、書簡や日記の記述を根拠とした のである。作品上にどう表れているかが今後の研究課題である。　
三つ目の、 「 〈自然〉の淵源」は、漱石 作品において特徴的に
使われる〈自然〉及び理念上の〈自然〉がど ように獲得されてきかを検討するものである。主に、漱石 初期の文章から考察した。老子や英文学との関わりが深 事が分かったが、さらに細かい調査が必要であ 。　
今後、さらに以上の三つの観点の研究を深めると共に、 〈自然〉
の翻訳事情を踏まえた考察、 〈自然〉と〈則天去私〉 関わりなどに取り組んでいきたい。
（さとう・せいいち、本学大学院文学研究科
人文学専攻博士前期課程）
